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最
近
、
複
数
の
事
業
所
で
こ
ん

な
話
を
聞
い
た
。
厚
生
年
金
や
社

会
保
険
料
な
ど
の
負
担
が
耐
え
難

い
。
そ
の
上
元
請
の
働
き
方
改
革

の
あ
お
り
を
受
け
て
、
残
業
が
増

え
収
益
が
悪
化
し
て
い
る
。
さ
ら

に
有
給
休
暇
義
務
化
や
労
働
時
間

の
短
縮
や
管
理
な
ど
収
入
は
変
わ

ら
な
く
て
も
、
負
担
だ
け
が
増
え

る
。
必
要
な
単
価
を
請
求
す
れ
ば

「
高
い
」
と
言

わ
れ
、
受
注
に

直
接
響
い
て
い

る
。
法
定
福
利

費
は
別
枠
で
請

求
し
て
も
、
精

算
の
時
に
丸
め
ら
れ
て
し
ま
う
。

上
は
別
枠
請
求
の
請
求
書
が
欲
し

い
だ
け
で
は
な
い
の
か
と
。

一
方
、
社
会
保
険
の
適
用
か
ら

逃
れ
法
定
福
利
費
を
請
求
し
な
い

同
業
が
、
安
い
価
格
で
受
注
し
多

数
の
仕
事
を
確
保
し
て
い
る
。
真

面
目
に
社
会
保
険
を
適
用
し
て
倒

産
し
た
企
業
も
見
て
き
た
。
外
注

化
・
下
請
化
な
ど
「
雇
用
し
な
い

経
営
」
へ
の
誘
惑
に
か
ら
れ
る
。

働
き
方
改
革
は
す
す
め
た
い
が
、

ま
す
ま
す
受
注
競
争
で
不
利
に
な

っ
て
し
ま
わ
な
い
か
心
配
だ
と
。

真
面
目
に
、
社
員
の
福
利
厚
生

を
考
え
、
社
会
的
要
請
に
応
え
て

き
た
社
長
さ
ん
の
率
直
な
声
で
あ

る
。
そ
ん
な
声
を
重
く
受
け
止
め

つ
つ
も
、「
適
正
規
模
」を
守
っ
て

ほ
し
い
と
願
う
。皆
が
外
注
化
・
下

請
化
に
走
れ
ば
、
雇
用
の
安
定
は

損
な
わ
れ
、
ま
す
ま
す
人
が
集
ま

ら
な
い
産
業
と
な
っ
て
し
ま
う
。

同
じ
産
業
で
も
工
夫
し
て
改
革

を
進
め
て
い
る
多

く
の
経
営
者
の
事

例
を
伝
え
つ
つ
、

人
が
集
ま
る
会
社

や
産
業
を
作
る
た

め
に
も
、
社
員
全

員
の
力
で
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
と

話
を
し
て
い
る
。
働
き
方
改
革
に

向
き
合
う
仲
間
へ
の
情
報
や
具
体

的
な
支
援
が
切
に
求
め
ら
れ
て
い

る
と
思
う
。

こ
の
数
年
間
で
建
設
業
全
体
の

働
き
方
を
変
え
る
に
は
、
業
界
あ

げ
て
の
取
り
組
み
の
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
が
必
須
で
あ
る
。
法
定
福
利

費
の
別
枠
支
給
の
実
現
、
上
位
企

業
の
改
革
の
し
わ
寄
せ
防
止
、「
安

い
ほ
ど
良
い
」
と
考
え
る
自
治
体

や
議
会
、
消
費
者
へ
の
「
適
正
価

格
」
へ
の
理
解
を
求
め
る
活
動
、

中
小
零
細
企
業
の
社
会
保
険
料
負

担
の
軽
減
な
ど
。
全
建
総
連
や
東

京
土
建
の
奮
闘
に
期
待
し
た
い
。

社
会
保
険
労
務
士

北
村
博
昭

北村さん

【
建
築
カ
レ
ッ
ジ
・
吉
川
新
吾

記
】
3
月
8
日
、
東
京
建
築
カ
レ

ッ
ジ
（
以
下
、
カ
レ
ッ
ジ
）
第
23

期
生
の
卒
業
制
作
発
表
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
予
防
の
た
め
「
無
観
客
」

発
表
会
に
し
ま
し
た
が
、
10
人
以

上
の
講
師
・
指
導
員
が
参
加
し
、

7
班
22
人
の
努
力
の
成
果
を
確
認

し
ま
し
た
。

卒
業
制
作
は
カ
レ
ッ
ジ
教
育
の

魅
力
の
一
つ
。科
目
の
中
で
唯
一
、

テ
ー
マ
や
作
業
内
容
を
自
由
に
組

み
立
て
ら
れ
る
授
業
で
す
。
作
品

制
作
だ
け
で
な
く
、
予
稿
集
の
事

前
作
成
や
発
表
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
課
題
が
課
せ

ら
れ
ま
す
。

複
数
の
研
修
生
が
強
調
し
た
の

は
、
図
面
の
重
要
性
で
し
た
。
構

想
、
設
計
と
施
工
を
つ
な
ぐ
共
通

言
語
が
図
面
。
設
計
と
施
工
の
双

方
を
行
な
う
卒
制
だ
か
ら
、
様
々

な
専
門
職
種
の
人
が
協
働
し
て
も

の
を
創
り
上
げ
る
作
業
に
欠
か
せ

な
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ

ー
ル
＝
図
面
の
重
要
性
に
気
づ
く

の
で
し
ょ
う
。

大
学
の
建
築
学
科
の
卒
業
設
計

は
、
設
計
事
務
所
の
実
習
的
で
あ

り
設
計
者
の
自
己
完
結
型
、
制
作

物
は
模
型
ま
で
の
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
カ
レ
ッ
ジ
で
は
ほ
ぼ
原

寸
大
の
作
品
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

つ
く
り
手
（
施
工
者
）
の
側
に
軸

足
を
置
い
て
、
設
計
と
施
工
の
両

方
を
体
験
で
き
ま
す
。
本
校
に
は

大
学
の
建
築
学
科
で
専
門
教
育
を

受
け
た
後
に
入
学
し
て
く
る
研
修

生
も
い
ま
す
が
、
と
て
も
新
鮮
な

よ
う
で
す
。卒
業
制
作
を
通
し
て
、

東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
の
教
育
の
貴

重
さ
を
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

第
23
期
生
の
卒
業
制
作
は
、
①

「
ス
ケ
ッ
チ
ア
ッ
プ
」
で
つ
く
る

リ
フ
ォ
ー
ム
班
、
②
ゾ
ム
・
ド
ー

ム
班
、
③
反
り
橋
班
、
④
カ
レ
ッ

ジ
タ
イ
ニ
ー
ハ
ウ
ス
班
、
⑤
屋
台

班
、⑥
船
頭
小
屋
班
、⑦
遊
具
班
の

7
班
。
4
月
上
旬
ま
で
池
袋
校
舎

大
教
室
に
展
示
す
る
予
定
で
す
。

作品の頑丈さをアピールする船頭小屋班

日本建築の美を感じること
のできる屋台カウンター

【
作
業
主
任
者
】

型
枠
支
保
工
の
組
立
て
6
月
13
日

〜
14
日（
土
日
）足
立
支
部
会
館
、

1
万
1
5
0
0
円

石
綿
（
石
綿
使
用
の
建
築
物
等
の

解
体
・
リ
フ
ォ
ー
ム
作
業
）
4
月

16
日
〜
17
日
（
木
金
）
池
袋
、
1

万
1
5
0
0
円

特
定
化
学
物
質
・
四
ア
ル
キ
ル
6

月
9
日
〜
10
日
（
火
水
）
池
袋
、

1
万
1
5
0
0
円

【
特
別
教
育
な
ど
】

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
①
4
月

9
日
〜
10
日
（
木
金
）
池
袋
、
②

5
月
13
日
〜
14
日（
水
木
）池
袋
、

1
万
4
5
0
0
円

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
の
能
力

向
上
教
育
（
お
お
む
ね
5
年
毎
の

再
教
育
）4
月
30
日（
木
）池
袋
、

8
5
0
0
円

足
場
①
4
月
23
日
（
木
）
池
袋
、

②
5
月
15
日
（
金
）
池
袋
、
7
5

0
0
円

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
①
4
月
19
日（
日
）

板
橋
支
部
会
館
、
②
4
月
22
日

（
水
）
池
袋
、
③
6
月
11
日
（
木
）

池
袋
、
8
千
円

巻
上
げ
機
6
月
4
日（
木
）池
袋
、

1
万
5
0
0
円
、
低
圧
電
気
と
2

日
間
セ
ッ
ト
割
引
1
万
7
千
円

ロ
ー
プ
高
所
作
業
4
月
24
日（
金
）

池
袋
、
8
千
円

石
綿
①
4
月
14
日
午
後
（
火
）
池

袋
、
②
6
月
16
日
午
後
（
火
）
池

袋
、
4
5
0
0
円
、
自
由
研
削
砥

石
・
丸
の
こ
・
熱
中
症
と
3
日
間

連
続
セ
ッ
ト
割
引
1
万
7
5
0
0

円

自
由
研
削
砥
石
①
4
月
15
日（
水
）

池
袋
、
②
6
月
17
日（
水
）池
袋
、

8
千
円

丸
の
こ
・
熱
中
症
①
4
月
16
日

（
木
）
池
袋
、
②
6
月
18
日
（
木
）

池
袋
、
8
千
円
、
丸
の
こ
の
み
5

千
円
、熱
中
症
の
み
3
5
0
0
円
、

自
由
研
削
砥
石
と
2
日
間
セ
ッ
ト

割
引
1
万
4
5
0
0
円

【
事
業
所
向
け
】

新
入
職
者
教
育
（
法
定
の
「
雇
入

れ
時
教
育
」
の
一
部
と
、
足
場
特

別
教
育
・
熱
中
症
の
2
つ
の
特
別

教
育
を
実
施
）
5
月
14
日
〜
15
日

（
木
金
）
池
袋
、
9
8
0
0
円

【
受
験
準
備
講
座
】

1
級
建
築
施
工
管
理
技
士
（
2
級

合
格
者
ま
た
は
同
程
度
の
方
を
対

象
）
4
月
2
日
夜
開
講
〜
6
月
4

日
（
木
曜
夜
と
日
曜
昼
と
4
月
29

日
）
池
袋
、
7
万
5
千
円

第
二
種
電
気
工
事
士
・
筆
記
4
月

26
日
〜
5
月
24
日
（
日
曜
昼
4
回

と
4
月
29
日
・
合
計
5
回
）池
袋
、

4
万
5
千
円

※
技
能
講
座
は
6

〜
7
月
予
定

これまでの功績が認められての受賞

【
墨
田
・
書
記
・
三
上
竜
起
通

信
員
】
1
月
17
日
、
東
京
消
防
庁

ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
に
て
墨
田
支
部

自
主
防
災
組
織
ハ
ン
マ
ー
ズ
が
、

東
京
消
防
庁
消
防
総
監
よ
り
「
地

域
の
防
火
防
災
功
労
賞
最
優
秀

賞
」
を
受
賞
。
「
創
意
工
夫
と
先

駆
性
に
溢
れ
る
特
に
優
れ
た
取
り

組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
地
域
の

防
火
防
災
対
策
の
向
上
に
多
大
な

成
果
を
あ
げ
た
」
こ
と
に
よ
る
功

績
を
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

2
0
0
8
年
の
結
成
以
来
、
町

会
や
自
治
体
と
連
携
し
、
数
え
切

れ
な
い
ほ
ど
の
防
災
訓
練
や
学
習

会
を
開
催
。
「
難
し
い
・
つ
ま
ら

な
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭

し
ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
形
式
に
す
る

こ
と
で
、
親
子
や
お
年
寄
り
で
も

参
加
し
や
す
い
防
災
訓
練
の
形
を

目
指
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
が
ハ
ン
マ
ー
ズ
の
理
念
で

あ
る
「
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
」
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
理
念
の

実
践
の
積
み
重
ね
が
此
度
の
受
賞

に
繋
が
っ
た
と
思
う
と
と
て
も
感

慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
災
害

危
険
地
域
墨
田
区
を
中
心
に
活
躍

す
る
ハ
ン
マ
ー
ズ
。
こ
れ
か
ら
も

奮
闘
を
続
け
ま
す
。

木
造
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
現
場
管
理

（
正
規
）

㈱
大
和
工
務
店
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
3
―
3
6
5
1
―
2
4
7
4

型
枠
解
体
工
（
正
規
）

合
同
会
社
瀧
田
工
業
（
大
田
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
4
5
1
―
9
4
3
1

重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
（
正
規
）

㈱
リ
ア
ラ
イ
ズ
（
小
金
井
国
分
寺
支

部
）

☎
0
4
8
―
4
4
6
―
6
9
9
1

塗
装
工
（
正
規
・
短
期
・
請
負
）

㈲
加
納
塗
装
工
業
（
日
野
支
部
）

☎
0
4
2
―
6
7
0
―
1
5
5
4

電
気
工
事
（
正
規
）

㈱
寺
本
電
気
Ｕ
Ｃ
（
墨
田
支
部
）

☎
0
3
―
3
6
1
6
―
0
2
8
4

シ
ー
リ
ン
グ
（
正
規
）

関
根
シ
ー
リ
ン
グ
（
足
立
支
部
）

☎
0
3
―
3
8
5
9
―
7
0
5
8

防
水
全
般
（
正
規
・
請
負
）

㈱
み
つ
わ
巧
芸
（
足
立
支
部
）

☎
0
3
―
3
8
5
6
―
4
0
5
1

建
築
金
物
取
付
（
正
規
）

豊
四
季
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
3
―
6
7
5
5
―
1
9
6
6

塗
装
工
（
正
規
）

㈱
睦
塗
装
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
3
1
0
―
5
6
0
8

駐
車
場
施
工
ス
タ
ッ
フ
（
正
規
）

㈱
ア
イ
エ
ス
デ
ィ
ー
（
板
橋
支
部
）

☎
0
3
―
3
9
3
4
―
3
1
4
0

重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
（
正
規
）

大
石
重
機
興
業
㈱
（
小
金
井
国
分
寺

支
部
）

☎
0
4
2
―
5
7
2
―
8
2
4
1

鉄
骨
溶
接
（
正
規
）

㈲
山
本
組

松
戸
事
業
所
（
江
戸
川

支
部
）

☎
0
3
―
3
6
5
0
―
1
3
0
5

土
木
（
正
規
）

㈱
マ
ル
ヤ
ス
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
3
―
5
6
6
3
―
0
2
2
8

「多大な成果あげた」

東京建築
カレッジ

自
由
な
発
想
で
技
試
す

ハンマーズが最優秀賞に

第
２３
期
生
の
卒
業
制
作
発
表
会

墨
田

51

業
界
あ
げ
て
取
組
の
加
速
化
を

組
合
の
頑
張
り
に
期
待

求

人

求

職

求

人

求

人


